
 
南部風鈴の涼やかな音色が響いてます 

 

「地域医療連携室について」ご案内しますおひなさまを飾りました！ 

 

 

さくら病棟の夏 〜「夏」を楽しむぞ〜 
 
 

ノアに乗って、お出かけだ！ 
～ALSOKありがとう運動財団様よりの福祉車両寄贈～ 

 
Ｘ線透視装置を更新しました 

 
 

 

    

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

管理課長 村本 充 

夏本番の暑さが続く中、大小30個からなる南部風鈴が院

内に涼やかな音色を届けています。この南部風鈴の飾り付け

は、当院の警備員の藤澤久人さんが、暑い夏に患者さんに涼

しげな音色を届けたいとの想いから、ご自身が所有する南部

風鈴とともに扇子や金魚鉢、かき氷器など涼しげなアイテム

をスチールラックに飾り付けしたものを、正面玄関に展示さ

せていただいております。          次頁へ続く 
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企画課長 口野 広志 

 昨年に引き続き、今年も就労継続支援事業所の盛岡杉生園さんに暑さ対策の一環として、ゴーヤのグリ

主任児童指導員 小山 直也  

今年の夏は7月後半から気温が段々と上昇し、例年よりも暑さが厳しい日々が続くと思いきや、8月に入る

と台風などの影響で天候が不安定になり、とても過ごしづらい日々が続きました。そのような例年とはやや

異なる時季であっても、さくら病棟では患者さんが「夏」を楽しめる様々な療育を実施しました。 

例年実施しているのは、8月第一週から二週にかけて設定している「夏遊び週間」です。この2週間は、夏

に特化した療育を行っています。今年は、去年に引き続きプールでの水遊びやかき氷に加え、水ヨーヨーに

患者さんがそれぞれ装飾を行う製作活動をしたり、本格的な綿あめ機で職員が作った綿あめを食べていただ

きました。 

 8月20日（金）には、病棟として初の試みとなる「花火大会」を実施しました。安全管理の面で噴出型花

火の観賞を主としましたが、患者さんは笑ったり、驚いたり、声を出して喜んでいました。また、患者さん

だけでなく、職員も多数参加し楽しい時間を共有することができました。 

「夏を楽しむ」と一言に言っても、入院している患者さんは気軽に海に行ったり、お祭りに行ったりするこ

とは困難です。それでも、職員ができる支援や工夫によって、患者さんに療養生活を楽しんでいただくこと

が大事だと思っております。来年は、少しでも新型コロナウイルス感染症が落ち着いて、今年以上に夏を楽

しめる1年になることを願っています。 



 
 

職員を募集しています 

〇職員募集中 
・⾮常勤看護師 1名 

問い合わせ先 ： 管理課 佐藤     電話：０１９−６４７−２１９５   e-mail：109-kanri@mail.hosp.go.jp 
〇盛岡医療センターホームページ https://morioka.hosp.go.jp/ 

南部風鈴は盛岡市の伝統工芸品である南部鉄器で作られた風鈴で「リーン」と高く澄んだ音色が特徴

です。この時期に奥州市水沢駅に飾られる南部風鈴は、滝沢市のチャグチャグ馬コの鈴の音等とともに

環境省が選定した「残したい日本の音風景百選」にも選ばれております。  

正面玄関の自動ドアが開く度に、南部風鈴の涼しげな音色が響きわたりますので、当院へお越しの際

はこの澄んだ涼しい音色をお楽しみ下さい。 


